
１．策定の経緯

　本マスタープランは、10年間にわたる議論と試行錯誤を経て策定に至りました。
　本項では、本マスタープラン策定の経緯について、主要なトピックごとに紹介するとともに、
関係資料を掲載します。

（1）  調整区域撤廃及び都市計画区域見直しを求める請願

　2009年（平成21年）3月17日、市議会が「調整区域撤廃
及び都市計画区域見直しを求める請願」（請願者：茨城
県建築士会桜川支部長　武村 実 氏／紹介議員：大塚 秀喜 
市議）を全会一致で採択しました。
上記請願は、下館・結城都市計画区域から桜川市を分離
した上で、区域区分を廃止し、市街化調整区域を撤廃す
ることを求めたもので、同年5月11日には、市長の諮問に
対し、桜川市都市計画審議会が区域区分の廃止を視野に
桜川市の特性を反映した新制度を検討すべき旨の答申を
行いました。
　また、同年6月17日には、市議会建設経済常任委員会が
区域区分の廃止を含む都市計画の見直しに全力で取り組
むよう市長に要望します。
このような社会的要請の高まりが、本マスタープランの
策定に至るターニングポイントとなりました。

（2）  桜川市らしい都市のあり方の研究と
　　「田園集落まちづくり計画」構想
　2009年（平成21年）11月30日に桜川市の委託を受けた
東京大学が設置した「桜川市都市のあり方研究会」（座
長：大西 隆 東京大学教授）と、これを母体として2010年
（平成22年）11月1日に桜川市が設置した「桜川市都市計
画マスタープラン策定委員会」（委員長：同教授）で
は、桜川市らしい都市のあり方に関する大局的な議論が
行われました。
その結果、国土利用計画法の5区分に依拠した土地利用基
本計画制度と、住民発意型の土地利用調整の仕組みの構
築を目指す「田園集落まちづくり計画」構想が示されま
す。
　田園集落まちづくり計画は、地区計画を実現方策とす
る土地利用計画に地域コミュニティが経営する事業的な
要素を組み込んだエリアマネジメントプランであり、市
内120集落単位での計画策定が構想されたことから、市内
2集落（大泉・高森）において住民協力の下、モデルプラ
ン作成の実証実験が行われましたが、ボトムアップに徹
した計画策定は、時間的・コスト的な面で大きな課題を
伴うことが明らかとなりました。

　桜川市都市のあり方研究会の概要は、p140 を参照してくだ
　さい。
　桜川市都市計画マスタープラン策定委員会の概要は、p142
　を参照してください。
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（3）  桜川市における区域区分の廃止及び新制度の
　　構築に関する答申
　2012年（平成24年）7月3日、市長の諮問に応じ、桜川
市都市計画審議会が設置した専門部会「区域区分制度評
価・検証委員会」（委員長：大村 謙二郎 筑波大学名誉教
授）では、区域区分制度の評価・検証に関する専門的な
議論が行われました。
　2015年（平成27年）2月27日、専門部会は、桜川市が目
指すべき将来都市構造を“市街地と集落群とが相互連携す
る多核連携型都市構造”とした上で、その実現のために相
応しい新制度として区域区分の廃止案と存置案を併記し
た報告書をとりまとめ、審議会に提出します。
　これを受けて、審議会は区域区分廃止案を採択し、同
日付で「桜川市における区域区分の廃止及び新制度の構
築に関する答申」が行われました。

　桜川市都市計画審議会　専門部会「区域区分制度評価・検証
　委員会」の概要は、p144 を参照してください。
　桜川市における区域区分の廃止及び新制度の構築に関する答
　申の全文及び概要版は、p145－p155 を参照してくだ
　さい。

（4）  地区計画を基軸とする都市計画新制度
　　構築プロジェクト
　桜川市都市計画審議会の答申を受けて、桜川市は、あ
らゆるチャンネルを駆使し、国、県等との積極的な協議
に臨みました。
　2015年（平成27年）8月、茨城県と桜川市とは上記答申
の趣旨を区域区分制度の範囲内で実現させる方向で大筋
合意し、審議会の了承を得た上で「地区計画を基軸とす
る都市計画新制度構築プロジェクト」がスタートしま
す。
　このプロジェクトは、本編第5章2に重点政策テーマと
して位置付けられたプロジェクトの原型となるもので、
プロジェクトの発足に当たっては、田園集落まちづくり
計画モデルプラン作成の実証実験で得た知見を活かし、
制度的基盤としての地区計画の先行的な導入と、そのた
めのひな型（アーキタイプ）の作成が行われることとな
りました。

　地区計画を基軸とする都市計画新制度構築プロジェクト発足
　時の骨子資料は、p156 を参照してください。
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（5）  桜川市田園都市づくりマスタープラン骨子提言書

　2016年（平成28年）3月15日、桜川市都市計画マスター
プラン策定委員会設置要綱の一部改正により設置された
タスクフォース「制度設計部会」（部会長：大村 謙二郎 
筑波大学名誉教授）では、これまでの議論を踏まえ、マ
スタープランの制度設計に関する具体的な議論が行われ
ました。
　2018年（平成30年）3月30日、制度設計部会は、具体的
な制度設計のアウトラインと法制上必要な措置の内容を
整理した「桜川市田園都市づくりマスタープラン骨子提
言書」をとりまとめ、市長に提出します。

（6）  桜川市土地利用基本条例の制定

　2018年（平成30年）4月18日から5月18日までのパブ
リックコメントを経て、同年6月15日、制度設計部会の提
言書に基づく法制上必要な措置として、桜川市土地利用
基本条例及び同施行規則が制定されます。
　また、これに伴って、桜川市行政組織条例、桜川市都
市計画審議会条例等計7件の関係例規にも所要の改廃が行
われました。
　この際、桜川市都市計画マスタープラン策定委員会設
置要綱の全部改正により、桜川市都市計画マスタープラ
ン策定委員会が桜川市土地利用基本条例に基づく合議制
の機関「桜川市田園都市づくりマスタープラン策定委員
会」として改組されています。

　桜川市土地利用基本条例の起草に当たっては、行政法の専門
　家（北村 喜宣 上智大学教授）との面談等も行われました。
　上記パブリックコメントの結果、意見の提出はありませんで
　した。なお、パブリックコメント参考資料「桜川市土地利用基
　本条例（案）の解説」は、p160－p164 を参照してくださ
　い。
　公表資料「桜川市土地利用基本条例及び同施行規則の制定と
　これに伴う関係例規の改廃について」は、p165－p167 を参
　照してください。
　桜川市土地利用基本条例及び同施行規則の全文は、p168
　－p232 を参照してください。

　桜川市都市計画マスタープラン策定委員会 タスクフォース
　「制度設計部会」の概要は、p158 を参照してください。
　桜川市田園都市づくりマスタープラン骨子提言書の全文は、
　ｐ159 を参照してください。ただし、提言書に添えられたマ
　スタープラン骨子は、本マスタープランと内容が重複するた
　め、割愛します。
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（7）  市民の意見を反映させるために必要な措置等

　2018年（平成30年）6月1日の区長会議での説明を経
て、同月2日から10日までにかけて市民向けの地域別説明
会が計10回開催されました。
　また、同年7月5日と20日には、県関係機関との調整会
議が計2回開催されています。
　これらの説明会、会議等を経て、提言書に基づくマス
タープラン骨子は厚みを増し、さらに、同年8月17日から
9月17日までのパブリックコメントを経て、マスタープラ
ン原案が完成します。

　区長会議及び地域別説明会の概要は、p233 を参照してく
　ださい。
　県関係機関との調整会議の概要は、p234 を参照してくだ
　さい。
　上記パブリックコメントの結果は、p235 を参照してくだ
　さい。

（8）  桜川市田園都市づくりマスタープランの策定

　2019年（平成31年）2月25日、桜川市田園都市づくりマ
スタープラン策定委員会（委員長：大村 謙二郎 筑波大学
名誉教授）が市長の諮問したマスタープラン原案を調査
審議の上、原案のとおりマスタープラン案として答申し
ます。
　これを受けて、桜川市は、同月27日付で本マスタープ
ランを策定した旨を公告し、その内容を公表しました。

　桜川市田園都市づくりマスタープラン策定委員会の概要は、
　p236－p237 を参照してください。
　諮問書、答申書及び公告文の全文は、p238－p240 を参照し
　てください。ただし、諮問書に添えられたマスタープラン原案
　及び答申書に添えられたマスタープラン案は、本マスタープ
　ランと内容が重複するため、割愛します。
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桜川市・東京大学共同シンポジウム (1) 桜川市・東京大学共同シンポジウム (2)
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桜川市都市計画マスタープラン策定委員会 (1) 集落座談会桜川市都市計画マスタープラン策定委員会 (2)
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